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碁 p(x,t)-告孟 (霊 +孟)p(x,t)
から出発しよう｡これは,定常解
P｡(x)-exp[-F(Ⅹ)]






P(x,t)-Q.(x)サ(x,t), Q.(x)- expト F(x)/2]
とおけば,方程瑚1)は,






















iL __ ∫F(x) ,.恥 ),/I■ーー◆ ＼ ､ノ






































































ll≡ 2旨 F′(a)げ〝(o)le-△F , AF-F(0トF(a)



































Ⅹ- βX, F- βF, D- βD
と置くことに対応し,シュレーディンガー方程式(4)は,E- D-1を用いて









ll≡了 か (a)lF〝(0)ie~△F/8- 0









































一蕗 J- It,(x溜 )+V,(x)+vQ(R)
8% R2- £ [2詰 R2]
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確率過程-の量子力学の応用










































スピノダル分解過程に対 し採用 した始状態互は, 実は分布函数では,中央部分が平
担になった状態である｡従って,∂一函数から出発する場合には, この始状態に到達
するのに既に,t～k logEの時間を要することが,次のようにして示 されるo すな
わち,x-0付近を
F(x)空F(o)-言x2,γ-IF"(o)J
p(x,t)-xp(-A ),
と近似すると,d訂0-2γ0+8,0(o)-0
より,
0(t)-25 (e2't-1)
となり,0(t)～o(1)となるまでの時間は
t～-k logE
と考えられ る｡
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